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４

 

分散会「交渉申入書」

 

 

（要求）

 

寿４病棟の超勤が減るよう、夜勤は３人夜勤に。各研修会、育児短時間勤務、病休、夜

勤免除が出ても、実働勤務人数が９人を確保できるよう増員してもらいたい。

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

 

新宿４丁目

 

病院

 

院

 

長

 

岸田

 

重信

 

殿

 

全医労

 

新宿４丁目病院

 

支部

 

支部長

 

長崎

 

めぐみ

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

 

（趣旨説明）

 

寿４

階病棟は、常に９人は必要な病棟です。その日９人が配置されていても、新人看護

師の指導、学生指導（ここ最近６〜７も学生が来る）に、スタッフが１人ずつ取られ、ま

た毎日のように会議への出席（会議数

10

以上）があり、その上ひどい時は院内研修（幹

部研修、教育研修等）で２〜３人丸々一日仕事すること無く終わるので、実働働いている

人数は半分の５人でこなしている状況です。その状況で育児短時間で

16

時

15

分に帰ろう

と思っても、業務量が増えていて終わることができません。

 

遅出に仕事をふろうとしても、遅出の仕事もいっぱいいっぱい割り

振られているので、

振り切れません。突然子どもが熱を出したとしても、この状況で帰らせてください…とは

言えません。超過勤務が出ると

16

時

15

分までに報告しないと出してもらえません。年休

もここ数ヵ月誰も一日も取れていません。

 

また、急にメンタルを崩して夜勤ができない人も出て、看護師

1

人の夜勤回数が

9

〜

10

回になっています。

 

また、夜勤、日勤の超勤が出なくて済むように夜勤は３人で、日勤は実働９人体制がと

れるよう人を増やしてください。

 

 

記

 

 

１．交渉議題

 

�@

 

寿４病棟の超勤の改善。日勤者の業務量の軽減を図ること。

 

 

以

 

上

 


[image: image2.wmf]第

 

３

 

分散会「交渉申入書」

 

 

（要求）

 

超勤

がつけやすい職場に。師長は差別をしないでほしいという要求や不満が出ました。

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

 

マルマルモリモリ

 

病院

 

院

 

長

 

なべ

 

どじょう

 

殿

 

全医労

 

なでしこ

 

支部

 

支部長

 

澤

  

山子

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

 

（趣旨説明）

 

今、職場では出勤前に出勤簿と時間管理簿を一緒に並べ、印を押させています。押せて

いないと職場長が年休をあげないなど、パワハラともとれる不当な言動が横行しています。

そういう職場長のもと、残ってやっている薬の整理や委員会や係りの仕事など超勤が申請

できない雰囲気の中、見て見

ぬ振りの処理に職場では不満が増大しています。

 

また、夜勤時の超勤など、当直師長に連絡とのことですが、現状ではとてもしづらい状

態にあります。

 

また、職場長が交代するたびに超勤申請のスタイルが変わり、一体どのように上層部が

指導しているのか現場では疑問がいっぱいです。働いた労働時間はきちんと支払われ、気

持ちよく働けるよう、以下の通り交渉を申し入れます。

 

 

記

 

 

１．交渉議題

 

�@

 

職場長は仕事の状況とその内容を理解し、超勤をつけやすい職場環境

にすること。

 

       

�A

 

超勤対象を明らかにして、職場に周知徹底を図

ること。

 

       

�B

 

時間管理簿の記載者を明らかにすること。

 

 

２．交渉人員

 

１２人（分散会の参加人数）

 

 

３．交渉日時

 

２週間以内

 

以

 

上

 


[image: image3.wmf]第

 

１

 

分散会「交渉申入書」

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

              

病院

 

院

 

長

             

殿

 

 

全医労

          

支部

 

支部長

            

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

（趣旨説明）

 

休憩・休息、特に準夜帯が入院

2

名、手術・検査が入り、忙しいこともあ

り、水分補給しかできない現状がある。日勤でも休憩時間帯に業務が食い込

み、入れない現実がある。休憩・休息時間の調査をしていて、取れないのに

「取らないとダメ」と取らなかったら怒られるので、

10

分でも

20

分でも取っ

た

ら、

30

分取ったか

1

時間取ったと嘘の申告をしている。中高年は体力が落

ちているので、夜勤回数など業務の軽減を行うこと。

 

 

記

 

 

１．交渉議題

 

休憩・休息が取れるようにする。中高年の業務軽減。

 

 

以

 

上
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２

 

分散会「交渉申入書」

 

 

（要求）

 

三交替制、二交替制を問わず、満足に休憩・休息の取れる職場は少ない。特に夜勤時は

人員配置を増やすなど、安全・安心の医療・看護ができるよう改善してほしい。夜勤回数

はせめて８回（三交替）にする。準夜のあとは最低「二休」とするなど、職員の健康を配

慮した勤務表を作成してほしい。

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

              

病院

 

院

 

長

             

殿

 

 

全医労

          

支部

 

支部長

            

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

（趣旨説明）

 

厚労省も「５局長通知」を発出し、看護師の勤務環境の改善を呼びかけている。当院に

おいても健康で安心して働き続けられる労働環境を整備し、雇用の質を高めることが、喫

緊の課題となっている。

 

�@

 

研修や委員会、他職場への応援によるスタッフ不足で休憩・休息が取れない。業務

が多く、充分に休めないため、集中して働けない

。そのため、超勤にもなる。リラッ

クスできる休憩・休息となるよう改善を求める。夜間はピッチを持たずに休憩できる

環境にしてほしい。

 

�A

 

日勤—深夜、準夜—日勤、準夜—遅出などの疲労が取れない勤務間隔の短い勤務は

やめてほしい。また、休みは単発ではなくせめて月３回は連休をバランスよくつける

ことによって、健康に配慮した勤務表作成することを求める。

 

 

記

 

 

１．交渉議題

 

�@

 

休憩・休息が取れるようにすること

 

       

�A

 

健康に配慮した勤務表を作成すること

 

 

以

 

上
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５

 

分散会「交渉申入書」

 

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

 

女性

 

病院

 

院

 

長

 

森

  

仁美

 

殿

 

全医労

 

五月

 

支部

 

支部長

 

増田

 

英子

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

 

（趣旨説明）

 

A

病棟では、超勤は事前命令、事後確認と言われていますが、なかなかできていません。

超勤手当

30

分以内はつけられないと言われています。また、休憩時間がとれない場合も

超勤手当にカウントされません。

18

時以降じゃないと超勤をつけてはいけないという師

長もいます。後輩に対する指導のため超勤になった場合もカウントされていません。正し

い指導についての話し合い、タイムカードの導入を要求します。

 

また、

A

病棟では、育休１や妊婦が２人います。妊婦は夜勤免除の申請がとおらず、妊

娠６ヵ月目でまだ夜勤をしています。今と昔では夜勤の労働量が違うので、これは母子の

命にかかわる問題です。また、夜勤免除の申請が通った場合も勤務表ができた後だと翌月

にまわされることが多くあります。若い看護師で妊娠時期を考えてと師長に言われた人も

います。子育てをしながらも働きやすい環境作りをするためにも、話し合いの場を要求し

ます。

 

 

記

 

 

１．交渉議題

 

�@

 

超過勤務手当を適正に

支払うこと。

 

       

�A

 

５局長通知にあるように子育てをしながらも働きやすい環境作りをす

ること

 

 

２．交渉人員

 

全医労五月支部が指名する

15

名

 

 

３．交渉日時

 

�@

 

交渉議題提出から２週間以内

 

       

�A

 

勤務時間内に２時間程度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以

 

上
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６

 

分散会「交渉申入書」

 

（

要求）

 

１．妊娠したら、気兼ねなく夜勤免除を申請できる環境を作ること

 

２．育児休業、短時間勤務制度、子の看護休暇の取得促進をはかること

 

３．男性の育児休業を促進すること

 

４．妊娠・出産・育児に関わる諸制度の周知・徹底をはかること

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

              

病院

 

院

 

長

             

殿

 

全医労

          

支部

 

支部長

         

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

 

（趣旨説明）

 

 

職場の人員に余裕がないことから、同僚の夜勤回数増を心配し、妊娠した場合、夜勤免

除を申請しにくい状況がある。

 

 

一方、妊産婦といっしょの夜勤に入ったとき、妊産婦に配慮しながらの勤務は、「流産さ

せてしまったらどうしよう」と、妊産婦に無理をさせてはならないというプレッシャーが

かかる。

 

 

実際に、夜勤中に破水し、死産した

例もある。妊娠したらすぐに夜勤免除させることは

きわめて大切なことである。

 

 

乳幼児は不意の体調不良も多いことから、いつでも対応できるよう、出産後の育児休業、

就学前までの短時間勤務制度、子の看護休暇の徹底が重要である。人手不足から、早めに

通常勤務を求められた場合、結局、子どもの具合が悪くなった場合、急遽休まざるをえな

くなり、かえって職場に迷惑をかけることになってしまう。

 

 

男性の育児休業の促進も必要である。とくに共働き家庭での第二子、第三子出産の場合、

非常に有効な制度である。

 

 

これら、妊娠・出産・育児の制度

を管理者がしっかり把握し、職員に徹底させることが

求められる。子育て支援制度の徹底により、安心して出産・育児ができる環境となる。ま

た、必要となる人員配置についても、早め早めの手だてをとっていくことが可能となる。

妊娠したら、「職場がまわらなくなる」と心配しなくていいように、職場の仲間がすなおに、

妊娠を喜びあえる職場にしていただきたい。

 

 

記

 

 

１．交渉議題

  

子育て支援の充実をはかり、出産・子育てが安心してできるようにする

こと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以

 

上
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７

 

分散

会「交渉申入書」

 

（要求）�@

 

年次休暇の計画的取得（せめて月１回）

 

    

�A

 

看護師の夜勤は各自月８日以内

 

    

�B

 

休憩・休息が取れなかったら超勤

 

    

�C

 

超過勤務は縮減、サービス残業はなくす

 

    

�D

 

業績評価制度の撤回（自己評価の書き直し、評価者の研修、時代遅れの制度）

 

    

�E

 

育児短時間勤務者に残業させない。他の職員に負担をかけない

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立病院機構

  

須磨

  

病院

 

院長

  

須磨

 

一郎

  

殿

 

全医労

  

須磨

  

支部

 

支部長

 

浜野

 

須磨子

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

 

  

新人看護師、子育て看護師、ベテラン看護師、みんなが働き続けられるよう労働条件

の改善を求めます。

 

 

１．交渉議題

 

      

�@

 

全職員が月１日以上の年次休暇が取得できるようにすること

 

      

�A

 

看護師等の夜勤は、各自月８日以内とすること

 

      

�B

 

休憩・休息は完全に取得できるようにすること。休憩を取得できなかっ

た場合は、超過勤務手当を支給すること

 

      

�C

 

超過勤務を縮減すること

 

      

�D

 

業績評価制度の運用について

 

      

�E

 

育児短時間勤務制度などの運用にあたっては、当

該職場のマンパワーの

確保を行うこと。また、原則として時短勤務者に超過勤務を命じないこ

と

 

 

２．交渉人員

 

全医労支部が指名する

15

名

 

 

３．交渉日時

 

�@

 

交渉議題提出から２週間以内

 

       

�A

 

勤務時間内に２時間程度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以

 

上
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８

 

分散会「交渉申入書」

 

（要求）

 

１．夜勤体制をなくすこと

 

２．準夜—日勤をなくすこと

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

              

病院

 

院

 

長

             

殿

 

全医労

          

支部

 

支部長

         

2011

年

10

月

13

日

 

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

 

（趣旨説明）

 

２人夜勤だと新人と組むと負担が大きい。急変などあると、１人がつきっきりになり、

１人で

40

人以上を看ることになる。２人では人数が少なく、いつも超勤になり、健康に

よくない。

 

時間内に仕事が終わらない。休憩も取れない。日勤でも委員会などであり、病棟にいる

看護師が少なくなる。そのため、サイン漏れなども出てくる。

 

準夜—日勤は勤務間隔が７時

15

分しかなく、しかもいつも準夜は超勤があり、さらに

勤務間隔が短くなります。健康に問題がありますし、ふらふらの中で看護をして、医療事

故も心配で

す。

 

 

記

 

 

１．交渉議題

 

夜勤体制を３人以上夜勤にすること。準夜—日勤をなくすこと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以

 

上
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９

 

分散

会「交渉申入書」

 

（要求）

 

三交替も

二交替も

過重

労働に

より

、

さまざまな

問題が

あり

、

働く

条件

を

抜本的に

改善

して

いくことなしに

働き

続けることは

できません。

具体的には

、

�@

勤務

間隔

は

12

時間

以

上

あけること

、

�A

休憩

・

休息

時間を

きちんと

取得できるように

、

�B

始業前の

超勤は

させ

ないこと

、

�C

1

人

勤務

時間帯を

発生させないこと

、

�D

二交替制

勤務に

あたっては

、

超勤を

なくすこと

、

夜勤明け

は

連休と

すること

。

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

病院

機構

 

大黒

 

病院

 

院長

  

大合

だいごう

 

理化

りか

  

殿

 

全医労

  

大黒

  

支部

 

支部長

 

分前

わけまえ

 

 

等

ひとし

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

 

（

趣旨説明

）

 

 

日頃より

、

病院の

運営

努力に

感謝

いたします

。

 

 

さて、

当院の

夜勤体制は

三交替

及び

長時間

夜勤

二交替

が

導入されておりますが

、

いずれ

の

夜勤体制

も

夜勤時に

於ける

過重な

負担が

増

しています

。

 

先ごろ

、

すべての

看護職場に

向けて

、

看護師の

「

雇用の

質

」

の

向上に

関する

「

５

局長

通

知

」

が

発

出

され、

国を

あげ

て

看護労働の

質的

改善を

進めて

いくことが

求められています

。

 

 

当院に

於いても

、

この

５局

長

通知

の

主旨を

活かして

、

看護

職場の

労働環境を

より

一層

改

善されることを

求めます

。

 

 

具体的には

、

三交替も

二交替も

夜勤労働を

中心に

改善を

図り

、

看護職員が

安全

・

安心

に

働き

続けられる

ように

し、

さらに

看護

サービス

の

向上を

図っていくこと

求めます

。

 

 

記

 

１．

交渉議題

 

健康に

配慮した

勤務割

表

の

作成を

行うこと

 

 

２．

交渉人員

 

支

部長の

指名するもの

１５名

 

 

３．

交渉日時

 

�@

交渉議題

提出

から

２週間

以内

 

 

 

 

 

 

 

 

�A

勤務

時間内に

２時間

以内

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以

 

上
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10

 

分散

会「交渉申入書」

 

（要求）

 

１．

超過

勤務

手当の

不払いを

なくすこと

 

２．

看護研究

、

委員会

等

は

勤務時間

内に

行うこと

。

時間外となった

場合は、

超過勤務

手当を

支給すること

 

 

 

2011

年

10

月

13

日

 

国立

ハンセン

病

療養所

 

須磨

 

病院

 

院長

  

神戸

 

寿

朗

  

殿

 

全医労

  

須磨

  

支部

 

支部長

 

岡田

 

千賀子

 

 

交

 

渉

 

申

 

入

 

書

 

 

（

趣旨説明

）

 

 

１．

薬の

指示

等

が

遅く

、

超過勤務が

常態化

しているが、

手当が

支払われていない

。

委託

治療の

付き添いで

、

日勤が

手薄

に

なった

時の

超過勤務

手当も

支払われない

。

 

また、

未だに

記録や

サマリ

ー

等を

超勤

対象と

されない

事例や

委員会が

業務と

なるか

が

不明確に

なっている

。

超過勤務

対象

業務を

明確に

して

いた

だきたい

。

 

 

２．

委員会の

掛け持ちが

常態化

しており、

患者

対応が

手薄

になり

、

患者

からも

「

看護師

が

いない

」

「

忙しそうで

声が

かけられない

」

との

声が

多く

あがっている。

５局長

通知で

も

「

各種

委員会

活動

が

頻繁となる

等

で

、

繁雑と

なった

看護師

等

業務を

効率化

する

観点

から

業務の

見直し

等

を

支援

し

、

働きやすい

職場環境を

整備

していく

必要が

ある

」

と

な

っている

。

必要な

日勤体制が

確保

できるように

して

いただきたい

。

 

看護研究で

日勤者

が

毎晩

21

時

まで

残っている

。

午前

３時

まで

かかったことも

ある

。

看護研究は

原則

勤務

時間内

で

終わるように

して

いただきた

い

。

 

また、

時間外と

なった

場合は

、

すべて

手当を

支払う

よう

周知

徹底して

いただきたい

。

 

記

 

１．

交渉議題

 

�@

超過

勤務

手当の

不払いを

なくすこと

 

�A

看護研究

、

委員会

等

は

勤務時間

内に

行うこと

。

時間外となった

場合は、

超過勤務

手当を

支給すること

 

２．

交渉人員

 

支

部長の

指名するもの

１５名

 

３．

交渉日時

 

�@

交渉議題

提出

から

２週間

以内

 

 

 

 

 

 

 

 

�A

勤務

時間内に

２時間

以内

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以

 

上
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「医療労働の現場からー患者を守る人びとを取材して」ジャーナリスト　藤田和恵さんの講演がありました。


「医療業務以外の業務は、多くが委託業者に回されている。その委託業者が言います。『買い叩かれています。一番ひどいのは国立病院機構』」


同じ職場に、時給が最低賃金にも満たない仲間がいるなんて、私たちは考えたことがあるでしょうか。


藤田さんは医療の専門記者ではないと言われます。だからこそ、新鮮に見えてくるものがあるのだとお話を聞いていて思いました。


彼女の本のおわりにに、「医師や看護師たちのトイレに行く間もないのではないかという過密労働に言葉を失ったが、最低賃金と変わらない時給で、食うや食わずの生活を強いられている周辺労働者の実態も見るに耐えない。一体いつの間に医療労働の現場はここまですさんでしまったのか。それは、取材者としての問題意識よりも、患者としての不安に近い感情だった」とあるように、私たち自身が認識せずにやり過ごしている現状は、社会にとっては大きな問題です。





女性集会も元気に終了しました。みんなからもらったパワーを多くの仲間に広げていきましょう!!





11・11全国統一行動日をめざして『語る会』の開催をしませんか。仲間を増やして私たちの要求を実現していきましょう!!





10月・11月の拡大目標は決まっていますか？具体的に目標を出すと頑張れるかな。5局長通知の話もいいかも。医療全般いろんな話をして見ませんか。


また、医労連共済の話をしてみてはいかがでしょうか。組合だからこその助け合い


例えば・・・手軽な掛金で1,400円/月　入院保障(１～180日)5,000円


休業保障(1～90日)2,500円－連続5日以上休業のとき、1日目から保障。
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女性集会では、女性部増員交渉に向けて、国立病院機構宛ての「厚労省５局長通知を職場に活かしてください」ひとこと署名をとりくみ、77人分が集まりました。





職場環境が劣悪すぎて、職員の口癖は「お金さえあれば辞めたい」です。


産前産後の看護師に夜勤をさせないで下さい


育休復帰者に対し、夜勤を強要している実態があります。


人間誰もがいつか病院のお世話になることを忘れないで下さい。


たくさんの良い制度を作っていただいても、それを利用できる状況にない現実を知って。


学生指導に手がかかる。短期入院、書類の増加、院内研修など業務増加の対応を！


話題は常にいつ辞めるか。給料安い、勤務きつい（病休でも補充無し）では、友人を紹介する気にもなれない。むしろ自分も辞めたい。


始業前１時間半の情報収集を行わないと夜勤業務がまわらない。


呼吸器装着が多い病棟は夜勤体制を増やしてく下さい。


増員なくして制度利用は難しい。制度は立派ですが、現場では働く人にしわ寄せが来て夜勤９回。妊婦が夜勤免除できない。


看護の喜びを実感できる職場にして下さい。


医師が気に入らない看護師を看護部長に指摘し病棟移動させている。人権無視のパワハラだ。


日勤―深夜をしていると日勤が終わらず、勤務間隔が４時間になることも。


体調を崩している人がたくさん居ます。「自己管理が悪い」とは言わず、現状を理解して。


新人看護師はみんなで育てた大事な人材です。辞めさせることのないようにして下さい。


離職により人手不足で本当に困っています。


看護職は人です。機械化では務まりません。


私たちはいつも業務を優先し無理をしています。患者さんに少しでも快適に過ごして欲しいから。


効率や収支率だけにとらわれた病院運営はやがて破綻する。人を大切にする運営を！











